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◇

特
集

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
炭
鉱
と
原
爆
の
記
憶

―
文
化
運
動
・
被
爆
朝
鮮
人
・
遺
構
か
ら
考
え
る
」

「
炭
鉱
と
原
爆
の
記
憶
」
を
考
え
る

楠

田

剛

士

本
特
集
は
二
〇
一
八
年
七
月
二
八
日
に
開
催
さ
れ
た
第
五
六
回
原
爆
文
学

研
究
会
で
行
っ
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
炭
鉱
と
原
爆
の
記
憶
―
文
化
運
動
・

被
爆
朝
鮮
人
・
遺
構
か
ら
考
え
る
」
の
報
告
内
容
を
記
録
す
る
も
の
で
あ
る
。

ま
ず
司
会
者
（
企
画
者
）
か
ら
企
画
の
背
景
を
述
べ
た
い
。

企
画
者
は
昨
年
（
二
〇
一
七
年
）
刊
行
さ
れ
た
川
口
隆
行
編
『
〈
原
爆
〉
を

読
む
文
化
事
典
』
（
青
弓
社
）
に
お
い
て
「
炭
鉱
」
と
い
う
項
目
を
担
当
し

た
。
こ
の
事
典
は
原
爆
文
学
研
究
会
の
会
員
や
関
係
者
が
多
く
執
筆
し
て
お

り
、
「
炭
鉱
」
を
書
く
に
あ
た
っ
て
も
自
分
の
研
究
だ
け
で
は
な
く
、
研
究

会
で
の
議
論
や
、
会
員
で
あ
る
坂
口
博
、
茶
園
梨
加
、
道
場
親
信
ら
の
戦
後

文
化
運
動
研
究
を
参
照
し
た
。
漫
画
『
は
だ
し
の
ゲ
ン
』
、
上
野
英
信
の
ル

ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
や
詩
、
井
上
光
晴
、
後
藤
み
な
子
、
韓
水
山
の
小
説
、
樋
口

健
二
、
熊
谷
博
子
の
記
録
作
品
な
ど
、
炭
鉱
を
舞
台
と
し
て
原
爆
（
原
発
）

体
験
が
語
ら
れ
る
テ
キ
ス
ト
を
で
き
る
だ
け
多
く
紹
介
す
る
こ
と
に
努
め

た
。
こ
れ
ら
の
テ
キ
ス
ト
に
は
、
原
爆
（
原
発
）
体
験
と
炭
鉱
労
働
と
を
重

ね
て
描
く
こ
と
で
、
書
く
こ
と
・
生
き
る
こ
と
の
意
味
を
問
い
直
す
と
い
う

特
徴
が
見
ら
れ
る
。
し
か
し
取
り
上
げ
ら
れ
な
か
っ
た
作
品
や
問
題
も
少
な

く
な
い
と
感
じ
て
い
た
。

事
典
の
他
の
項
目
に
目
を
向
け
れ
ば
、
国
際
、
労
働
、
遺
構
の
ト
ピ
ッ
ク

に
炭
鉱
に
通
じ
る
問
題
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
。
た
と
え
ば
「
朝
鮮
戦
争
反

対
運
動
」
（
川
口
隆
行
）
は
、
現
在
も
朝
鮮
半
島
の
分
断
、
中
国
と
台
湾
の

対
峙
、
沖
縄
の
米
軍
基
地
問
題
が
あ
る
た
め
、
「
「
朝
鮮
特
需
」
と
い
っ
た
戦

後
日
本
の
ナ
シ
ョ
ナ
ル
な
記
憶
だ
け
で
は
、
朝
鮮
戦
争
は
語
る
こ
と
が
で
き

な
い
」
こ
と
、
文
化
運
動
と
密
接
し
た
同
時
代
の
原
爆
体
験
の
表
現
も
「
朝

鮮
戦
争
と
の
関
わ
り
か
ら
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
」
こ
と
を
述
べ
て
い
る
。

炭
鉱
の
問
題
に
引
き
付
け
れ
ば
、
石
炭
ブ
ー
ム
や
採
炭
地
の
文
化
運
動
を
考

え
る
際
、
東
ア
ジ
ア
の
情
勢
と
結
び
つ
け
て
考
え
る
必
要
が
あ
る
。

「
朝
鮮
半
島
と
核
危
機
」
（
高
榮
蘭
）
は
、
北
朝
鮮
と
韓
国
が
朝
鮮
半
島
の

核
危
機
の
起
源
に
朝
鮮
戦
争
を
位
置
付
け
る
こ
と
で
、
朝
鮮
人
被
爆
者
問
題

が
見
え
に
く
く
な
る
こ
と
を
指
摘
す
る
。
徴
用
工
の
被
爆
に
つ
い
て
は
「
朝

鮮
人
被
爆
者
を
／
が
語
る
」（
黒
川
伊
織
）
が
詳
し
い
。「
労
働
」（
川
口
隆
行
）

で
は
、
国
民
徴
用
令
に
よ
り
朝
鮮
半
島
の
人
々
が
「
工
場
や
鉱
山
な
ど
で
過

酷
な
労
働
に
従
事
」
さ
せ
ら
れ
た
こ
と
に
加
え
、
「
原
子
力
発
電
所
が
下
層
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労
働
者
の
大
量
被
曝
と
い
う
死
を
織
り
込
ん
だ
労
働
に
依
拠
し
て
い
る
こ

と
」
か
ら
、
生
き
る
た
め
の
労
働
が
命
を
損
な
う
苦
役
に
な
っ
て
い
る
矛
盾

を
見
る
。
福
島
原
発
事
故
の
復
旧
作
業
員
に
対
す
る
マ
ス
メ
デ
ィ
ア
の
「
英

雄
表
象
」
に
つ
い
て
も
、
「
事
故
の
責
任
の
所
在
か
ら
社
会
の
関
心
を
そ
ら

せ
、
事
故
以
前
か
ら
続
く
下
請
け
や
孫
請
け
の
原
発
労
働
者
の
被
曝
の
実
相

を
隠
し
か
ね
な
い
」
と
批
判
す
る
が
、
前
述
の
朝
鮮
戦
争
や
、
後
述
す
る
遺

構
の
語
り
方
に
も
不
可
視
化
の
問
題
が
横
た
わ
っ
て
い
る
。

核
の
労
働
問
題
や
植
民
地
主
義
と
の
関
係
が
東
ア
ジ
ア
地
域
に
限
ら
な
い

こ
と
は
「
先
住
民
権
利
運
動
」（
松
永
京
子
）
か
ら
分
か
る
。
こ
こ
で
は
「
ウ

ラ
ン
鉱
山
開
発
、
核
実
験
、
核
廃
棄
物
誘
致
の
問
題
は
、
政
治
や
経
済
も
絡

ん
だ
複
雑
な
背
景
を
も
」
ち
、
世
界
各
地
に
存
在
す
る
ウ
ラ
ン
鉱
山
は
「
植

民
地
主
義
や
差
別
に
接
続
す
る
」
こ
と
が
論
じ
ら
れ
る
。
事
典
を
書
評
し
た

柿
木
伸
之
は
「
先
住
民
の
居
住
地
域
の
ウ
ラ
ン
鉱
山
の
坑
道
は
九
州
の
炭
鉱

に
通
じ
て
い
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
る
が
（
柿
木
伸
之
「
〈
原
爆
〉
を

読
み
継
ぐ
こ
と
へ
の
誘
い
―
川
口
隆
行
編
著
『
〈
原
爆
〉
を
読
む
文
化
事
典
』
書
評
」

「
原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
ニ
ュ
ー
ス
」
一
三
二
号
、
二
〇
一
八
年
一
月
）
、
事
実
、

下
層
労
働
者
に
よ
る
坑
内
労
働
と
し
て
炭
鉱
と
ウ
ラ
ン
鉱
山
は
共
通
し
、
エ

ネ
ル
ギ
ー
産
業
と
し
て
石
炭
と
原
子
力
は
共
通
す
る
。
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
に

従
事
す
る
下
層
労
働
者
の
存
在
は
世
界
的
に
存
在
す
る
た
め
、
炭
鉱
と
原
爆

（
核
）
の
問
題
は
グ
ロ
ー
バ
ル
な
も
の
に
な
る
。

「
原
爆
ド
ー
ム
保
存
・
遺
産
化
論
争
」
（
山
本
昭
宏
）
で
も
炭
鉱
が
登
場
す

る
。
原
爆
ド
ー
ム
の
世
界
遺
産
登
録
の
過
程
で
「
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
を

め
ぐ
る
各
国
の
歴
史
認
識
の
違
い
」
が
表
面
化
し
た
こ
と
を
踏
ま
え
、
「
近

代
化
に
関
わ
る
歴
史
的
建
造
物
に
つ
い
て
、
何
を
・
ど
の
よ
う
に
残
す
の
か

と
い
う
問
題
は
、
も
は
や
単
一
の
国
家
の
内
部
だ
け
で
議
論
す
る
こ
と
は
で
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き
な
い
」
と
述
べ
、
軍
艦
島
を
含
む
「
明
治

日
本
の
産
業
革
命
遺
産
」
の
問
題
へ
と
接
続

し
て
い
る
。
こ
こ
に
も
炭
鉱
と
原
爆
を
グ
ロ
ー

バ
ル
な
視
点
で
つ
な
ぐ
眼
差
し
が
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
原
爆
文
学
研
究
の
蓄
積
か
ら

見
出
さ
れ
る
炭
鉱
と
原
爆
の
交
点
に
は
、
《
原

爆
の
使
用
が
示
唆
さ
れ
た
朝
鮮
戦
争
と
そ
れ
に
抵
抗
す
る
サ
ー
ク
ル
運
動
》
、

《
エ
ネ
ル
ギ
ー
生
産
業
に
お
け
る
植
民
地
主
義
》
、
《
遺
構
の
遺
産
化
・
観
光

地
化
》
な
ど
が
あ
る
。
ま
た
、
各
項
目
は
異
な
る
話
題
を
扱
い
な
が
ら
も
、

戦
後
の
経
済
発
展
や
核
産
業
に
よ
っ
て
見
え
に
く
く
な
っ
た
戦
争
や
労
働
の

記
憶
を
今
日
的
課
題
と
し
て
再
考
す
る
姿
勢
を
共
有
し
て
い
る
。
こ
の
問
題

意
識
は
炭
鉱
の
記
憶
を
論
じ
る
上
で
も
重
要
に
な
る
に
違
い
な
い
。
観
光
資

源
と
し
て
見
直
さ
れ
る
炭
鉱
が
、
技
術
的
・
経
済
的
発
展
を
遂
げ
た
近
代
日

本
の
基
幹
産
業
と
し
て
語
ら
れ
る
の
み
で
は
、
ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
の
歴

史
や
戦
後
の
東
ア
ジ
ア
の
文
脈
を
覆
い
隠
す
こ
と
に
な
る
か
ら
だ
。

炭
鉱
と
原
爆
を
め
ぐ
る
問
題
を
ど
の
よ
う
に
掘
り
下
げ
る
か
、
他
の
問
題

へ
ど
の
よ
う
に
つ
な
げ
て
考
え
る
か
。
そ
の
こ
と
を
多
角
的
に
検
討
す
る
た

め
に
本
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
し
た
。

報
告
者
は
、
原
爆
の
図
丸
木
美
術
館
学
芸
員
の
岡
村
幸
宣
氏
、
炭
鉱
の
文

学
・
文
化
を
専
門
と
す
る
奥
村
華
子
氏
、
文
化
社
会
学
・
地
域
社
会
学
を
専

門
と
し
軍
艦
島
に
関
す
る
著
書
が
あ
る
木
村
至
聖
氏
で
あ
る
。
専
門
領
域
が

異
な
る
三
名
だ
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
持
ち
寄
っ
て
議
論
を
拓
い
て
い

く
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
作
業
場
）
の
意
義
に
適
っ
た
メ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
報

告
の
流
れ
も
、
一
九
五
〇
年
代
の
原
爆
表
現
と
炭
鉱
の
文
化
運
動
、
一
九
六

〇
―
七
〇
年
代
の
朝
鮮
人
被
爆
者
や
被
爆
証
言
の
問
題
と
閉
山
期
を
迎
え
る

司会 楠田 剛士

炭
鉱
の
問
題
、
一
九
七
四
年
に
閉
山
し
二
〇

一
五
年
に
世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
長
崎
・

軍
艦
島
の
遺
産
化
問
題
、
と
し
た
こ
と
で
、

炭
鉱
と
原
爆
の
記
憶
を
考
え
る
際
の
基
本
的

な
輪
郭
を
示
せ
た
の
で
は
な
い
か
と
思
う
。

個
別
の
報
告
は
そ
れ
ぞ
れ
ご
覧
い
た
だ
き
た

い
が
、
若
干
の
コ
メ
ン
ト
を
付
し
て
お
き
た
い
。

岡
村
幸
宣
氏
の
報
告
は
、
一
九
五
〇
年
代
の
「
原
爆
の
図
展
」
と
炭
鉱
文

化
運
動
の
関
わ
り
に
つ
い
て
論
じ
る
。
氏
は
『
《
原
爆
の
図
》
全
国
巡
回
―

占
領
下
、
一
〇
〇
万
人
が
観
た
！
』
（
新
宿
書
房
、
二
〇
一
五
年
一
一
月
）
に

お
い
て
、
北
海
道
と
九
州
の
炭
鉱
で
「
原
爆
の
図
展
」
が
多
く
開
催
さ
れ
た

こ
と
を
明
ら
か
に
し
、
文
化
事
典
で
も
「
『
原
爆
の
図
』
と
全
国
巡
回
展
」

の
項
目
を
執
筆
し
て
い
る
。
今
回
の
報
告
は
展
示
を
見
た
炭
鉱
の
人
々
の
感

想
文
が
中
心
に
な
っ
た
。
氏
は
「
「
炭
鉱
」
と
「
原
爆
（
核
）
を
当
時
ど
の

よ
う
に
結
び
つ
け
て
考
え
ら
れ
た
か
が
伝
わ
る
炭
鉱
関
係
者
の
感
想
」
や
、

「
「
炭
鉱
」
と
「
原
爆
」
を
結
び
つ
け
、
本
質
を
可
視
化
さ
せ
る
視
点
」
は

「
見
当
た
ら
な
い
」
と
す
る
。
も
っ
と
も
こ
れ
は
報
告
以
前
か
ら
予
感
さ
れ

て
い
た
よ
う
で
、
論
の
は
じ
め
に
「
限
ら
れ
た
資
料
か
ら
可
視
化
で
き
な
い
」

と
い
う
現
状
か
ら
「
私
た
ち
に
必
要
な
の
は
、
可
視
化
さ
れ
た
も
の
の
先
に

あ
る
、
い
ま
だ
形
に
な
り
き
れ
な
い
思
考
の
痕
跡
を
読
み
解
く
想
像
力
な
の

か
も
し
れ
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。

結
論
部
で
は
、
全
体
討
論
の
な
か
で
言
及
さ
れ
た
、
原
爆
と
花
岡
事
件
を

つ
な
ぐ
想
像
力
に
つ
い
て
課
題
が
示
さ
れ
る
。
今
後
の
調
査
報
告
を
俟
ち
た

い
。
討
論
で
は
他
に
、
「
カ
ラ
ス
」
を
描
く
丸
木
位
里
・
丸
木
俊
夫
妻
に
戦

前
の
朝
鮮
人
が
意
識
さ
れ
て
い
た
か
と
い
う
質
問
が
あ
り
、
そ
れ
に
対
し
て

報告 岡村 幸宣
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朝
鮮
人
に
対
す
る
関
心
は
戦
前
か
ら
持
続
し

て
い
る
が
、
長
岡
弘
芳
、
布
川
徹
郎
、
朴
壽

南
ら
と
の
関
わ
り
か
ら
学
ん
だ
の
で
は
な
い

か
と
い
う
応
答
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
松
谷
み

よ
子
『
日
本
の
民
話
』
に
山
本
作
兵
衛
が
語

っ
た
二
編
が
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
シ
リ
ー

ズ
の
挿
絵
を
担
当
し
た
丸
木
夫
妻
は
炭
鉱
を
描
い
て
い
な
い
こ
と
か
ら
、
夫

妻
の
な
か
で
炭
鉱
と
原
爆
は
つ
な
が
っ
て
い
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う
と
い
う
応

答
が
あ
っ
た
。

丸
木
夫
妻
に
お
い
て
炭
鉱
と
原
爆
は
直
ち
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い

が
、
い
ま
興
味
深
い
の
は
岡
村
氏
が
丸
木
美
術
館
の
学
芸
員
の
仕
事
の
中
で

炭
鉱
と
の
関
わ
り
を
持
っ
て
い
る
点
で
あ
る
。
二
〇
一
三
年
に
丸
木
美
術
館

で
山
本
作
兵
衛
展
が
開
催
さ
れ
（
山
本
作
兵
衛
の
炭
坑
記
録
画
や
日
記
な
ど
六

九
七
点
が
二
〇
一
一
年
に
世
界
記
憶
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
）
、
氏
は
コ
ロ
ナ
・
ブ

ッ
ク
ス
編
集
部
編
『
山
本
作
兵
衛
と
炭
鉱
の
記
録
』（
平
凡
社
、
二
〇
一
四
年

一
二
月
）
に
も
寄
稿
し
て
い
る
。
同
書
で
加
藤
恭
平
の
写
真
に
つ
い
て
「
戦

時
期
の
炭
鉱
に
も
垣
間
見
え
る
人
間
の
普
遍
的
な
営
み
」
を
と
ら
え
た
も
の

と
解
説
す
る
が
、
こ
れ
は
「
原
爆
と
い
う
人
類
史
上
に
残
る
惨
禍
を
通
し
て
、

い
つ
の
時
代
に
も
通
じ
る
「
命
」
の
問
題
を
描
い
て
い
る
」
と
い
う
「
原
爆

の
図
」
の
普
遍
性
の
評
価
に
も
通
じ
る
（
『
《
原
爆
の
図
》
の
あ
る
美
術
館
―
丸

木
位
里
、
丸
木
俊
の
世
界
を
伝
え
る
』
岩
波
ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
二
〇
一
七
年
四
月
、

六
二
頁
）
。
ま
た
、
『
非
核
芸
術
案
内
―
核
は
ど
う
描
か
れ
て
き
た
か
』（
岩
波

ブ
ッ
ク
レ
ッ
ト
、
二
〇
一
三
年
一
二
月
）
で
は
、
「
原
爆
の
図
」
第
一
四
部
と

韓
水
山
と
の
関
係
や
、
筑
豊
や
北
海
道
の
炭
鉱
の
写
真
で
デ
ビ
ュ
ー
し
チ
ェ

ル
ノ
ブ
イ
リ
に
足
を
運
ん
だ
本
橋
成
一
に
つ
い
て
触
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
も

報告 奥村 華子

炭
鉱
と
原
爆
を
結
ぶ
想
像
力
の
実
践
と
も
い

え
る
だ
ろ
う
。

限
ら
れ
た
資
料
か
ら
不
可
視
化
さ
れ
た
も

の
の
記
憶
を
ど
の
よ
う
に
読
み
解
く
の
か
と

い
う
岡
村
氏
の
問
い
か
け
に
応
じ
る
よ
う
に
、

奥
村
華
子
氏
は
雑
誌
「
辺
境
」
を
題
材
に
、

炭
鉱
と
原
爆
の
問
題
が
交
わ
る
朝
鮮
人
被
爆
者
に
つ
い
て
論
じ
る
。
明
快
な

内
容
を
あ
え
て
要
約
す
れ
ば
、
以
下
の
よ
う
に
な
る
。
①
井
上
光
晴
が
編
集

し
た
「
辺
境
」
に
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
原
爆
と
炭
鉱
を
問
題
化
す
る
記
事

や
、
在
日
朝
鮮
人
被
爆
者
の
問
題
に
結
び
つ
く
記
事
が
あ
る
。
②
「
辺
境
」

掲
載
の
重
田
雅
彦
と
平
岡
敬
の
記
事
で
は
、
在
韓
被
爆
者
の
証
言
が
日
本
の

加
害
責
任
を
追
及
す
る
も
の
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
③
朴
壽
南
は

『
朝
鮮
・
ヒ
ロ
シ
マ
・
半
日
本
人
』
で
は
自
身
の
ル
ー
ツ
を
辿
る
行
為
と
し

て
聞
き
取
り
を
行
う
が
、
「
途
上
の
夢
」
で
は
証
言
を
コ
ラ
ー
ジ
ュ
す
る
。

④
こ
の
コ
ラ
ー
ジ
ュ
の
方
法
は
証
言
の
も
つ
真
実
性
を
危
う
く
す
る
が
、
証

言
を
詩
的
言
語
と
し
て
再
構
成
す
る
こ
と
に
よ
り
、
証
言
で
き
な
い
者
・
物

の
痕
跡
を
浮
か
び
上
が
ら
せ
る
。

報
告
で
は
朴
の
「
か
つ
て
の
朝
鮮
人
労
働
者
の
「
証
言
」
と
「
証
言
」
に

至
る
こ
と
の
な
い
声
を
、
同
様
に
書
き
取
ろ
う
と
す
る
」
手
法
が
丁
寧
に
分

析
さ
れ
た
。
全
体
討
論
に
お
け
る
氏
の
コ
メ
ン
ト
で
は
、
炭
鉱
労
働
の
イ
ン

タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
性
、
絵
や
遺
構
な
ど
物
質
の
持
つ
力
の
強
さ
、
慰
霊
碑
や

記
念
碑
と
い
っ
た
後
か
ら
建
て
ら
れ
る
も
の
を
ど
う
考
え
る
か
、
な
ど
を
話

題
に
さ
れ
た
。

一
九
七
〇
年
代
の
朴
の
試
み
は
、
「
可
視
化
さ
れ
た
も
の
の
先
に
あ
る
、

い
ま
だ
形
に
な
り
き
れ
な
い
思
考
の
痕
跡
を
読
み
解
く
想
像
力
」（
岡
村
氏
）

報告 木村 至聖
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と
し
て
再
評
価
で
き
よ
う
。
朴
壽
南
に
つ
い
て
は
最
近
の
原
爆
文
学
研
究
会

で
も
安
ミ
ン
フ
ァ
が
映
画
『
も
う
ひ
と
つ
の
ヒ
ロ
シ
マ

ア
リ
ラ
ン
の
う
た
』

が
被
爆
者
の
身
体
と
原
爆
ス
ラ
ム
の
類
似
性
を
強
調
す
る
と
論
じ
て
い
る

（
「
原
爆
文
学
研
究
会
報
」
第
五
五
号
参
照
）
。
こ
の
映
画
の
手
法
は
、
「
姿
を

消
そ
う
と
す
る
も
の
た
ち
」
を
「
つ
な
ぎ
合
わ
せ
」
「
痕
跡
を
見
出
そ
う
と

す
る
」
、
「
途
上
の
夢
」
の
手
法
に
連
な
る
。
な
お
、
朴
壽
南
『
も
う
ひ
と
つ

の
ヒ
ロ
シ
マ
―
朝
鮮
人
韓
国
人
被
爆
者
の
証
言
』
（
舎
廊
房
出
版
部
、
一
九
八

二
年
八
月
、
第
一
版
第
一
刷
）
の
表
紙
に
は
「
原
爆
の
図
」
第
一
四
部
が
使

用
さ
れ
て
お
り
、
「
カ
ラ
ス
伝
承
」
の
一
例
と
し
て
も
興
味
深
い
（
前
掲
「
朝

鮮
人
被
爆
者
を
／
が
語
る
」
）
。

一
九
七
〇
年
代
か
ら
消
え
て
い
っ
た
炭
鉱
は
、
廃
墟
ブ
ー
ム
を
経
て
、
い

ま
近
代
化
遺
産
と
し
て
脚
光
を
浴
び
て
い
る
。
木
村
至
聖
氏
の
報
告
は
軍
艦

島
の
遺
産
登
録
を
め
ぐ
る
問
題
か
ら
始
ま
り
、
遺
構
が
喚
起
す
る
〈
想
像
力
〉

の
重
要
性
を
論
じ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
れ
も
ポ
イ
ン
ト
を
ま
と
め
れ
ば
、
①

韓
国
か
ら
の
登
録
反
対
を
う
け
、
日
本
側
は
一
九
一
〇
年
ま
で
で
区
切
る
が
、

そ
れ
は
軍
艦
島
の
多
面
的
な
魅
力
を
切
り
詰
め
て
し
ま
っ
た
。
②
文
化
遺
産

を
正
／
負
に
区
分
す
る
こ
と
も
、
文
化
遺
産
の
多
面
的
価
値
を
矮
小
化
し
か

ね
な
い
。
③
長
崎
の
場
合
も
、
観
光
文
化
資
源
と
し
て
の
炭
鉱
と
原
爆
が
単

純
な
物
語
と
し
て
語
ら
れ
れ
ば
、
歴
史
の
複
雑
さ
が
平
板
化
す
る
恐
れ
が
あ

る
。
④
過
去
へ
の
〈
想
像
力
〉
は
人
を
過
去
の
出
来
事
に
有
機
的
に
結
び
付

け
、
考
え
を
深
め
さ
せ
た
り
豊
か
な
リ
ア
リ
テ
ィ
を
表
し
た
り
す
る
。
⑤
文

化
遺
産
は
遺
構
に
特
定
の
意
味
付
け
を
与
え
る
制
度
で
あ
り
、
世
界
遺
産
化

さ
れ
た
軍
艦
島
は
意
味
が
切
り
詰
め
ら
れ
た
が
、
遺
構
は
そ
れ
を
乗
り
越
え

る
〈
想
像
力
〉
も
喚
起
す
る
。

多
面
的
な
価
値
や
魅
力
を
切
り
詰
め
ず
に
語
る
こ
と
の
難
し
さ
は
、
原
爆

体
験
を
語
る
場
合
に
も
当
て
は
ま
る
。
全
体
討
議
に
お
い
て
、
木
村
氏
は
有

名
な
人
気
ガ
イ
ド
ほ
ど
語
り
が
定
型
化
し
て
い
る
と
述
べ
た
が
、
本
研
究
会

で
も
被
爆
の
語
り
の
定
型
化
は
た
び
た
び
議
論
さ
れ
て
き
た
。
事
典
の
「
語

り
部
」
（
茶
園
梨
加
）
の
項
目
を
参
照
す
れ
ば
、
被
爆
体
験
の
多
様
性
や
重

要
性
は
、
語
り
部
と
聞
き
手
の
共
同
作
業
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
る
と
い
う

が
、
そ
の
共
同
作
業
に
は
過
去
へ
の
〈
想
像
力
〉
が
不
可
欠
で
あ
る
。

全
体
討
論
で
木
村
氏
は
、
原
爆
・
原
発
と
つ
な
が
る
災
害
と
し
て
、
三
池

炭
鉱
三
川
坑
で
起
き
た
炭
塵
爆
発
事
故
（
一
九
六
三
年
）
に
伴
う
Ｃ
Ｏ
中
毒

と
い
う
目
に
見
え
な
い
被
害
を
例
示
さ
れ
た
。
会
場
か
ら
は
、
長
崎
市
内
に

あ
る
岡
ま
さ
は
る
記
念
館
の
位
置
付
け
、
軍
艦
島
に
大
量
に
投
下
さ
れ
る
資

本
と
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
、
映
画
『
家
族
』
（
一
九
七
〇
年
、
山
田
洋
次
監
督
）
が

長
崎
の
伊
王
島
炭
鉱
か
ら
始
ま
る
こ
と
な
ど
が
話
題
に
上
が
っ
た
。
木
村
氏

が
調
査
し
て
い
る
と
い
う
台
湾
の
炭
鉱
は
日
本
の
企
業
や
技
術
が
関
わ
る

が
、
原
発
も
同
じ
関
わ
り
方
を
し
て
い
る
（
李
文
茹
「
台
湾
民
主
化
と
反
核
」
）
。

以
上
、
各
報
告
は
「
文
化
運
動
」
「
被
爆
朝
鮮
人
」
「
遺
構
」
と
い
う
異
な

る
視
点
だ
っ
た
が
、
結
論
部
で
は
重
な
り
が
見
ら
れ
た
。
木
村
氏
は
「
一
見

異
な
る
ト
ピ
ッ
ク
に
属
す
る
遺
構
ど
う
し
を
相
互
に
関
連
づ
け
る
こ
と
、
そ

れ
は
つ
ま
り
そ
の
遺
構
が
喚
起
す
る
〈
想
像
力
〉
ど
う
し
を
さ
ら
に
〈
想
像

力
〉
に
よ
っ
て
架
橋
し
て
い
く
こ
と
」
の
重
要
性
を
述
べ
た
が
、
奥
村
氏
の

報
告
も
「
自
身
の
身
体
が
喚
起
す
る
、
直
接
的
な
つ
な
が
り
の
な
い
「
証
言
」

同
士
を
つ
な
ぐ
」
朴
壽
南
の
方
法
に
注
目
に
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。
岡
村
氏

が
最
後
に
触
れ
た
長
崎
の
潜
龍
炭
鉱
の
よ
う
に
資
料
が
残
さ
れ
て
い
な
い
巡

回
展
に
つ
い
て
も
、
北
海
道
の
事
例
・
記
録
か
ら
考
え
て
み
る
こ
と
は
、
木

村
氏
の
い
う
〈
想
像
力
〉
を
働
か
せ
る
こ
と
で
あ
る
。

全
体
討
論
で
は
、
国
際
的
な
視
野
で
炭
鉱
と
原
爆
を
つ
な
げ
る
意
見
が
多
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く
寄
せ
ら
れ
た
。
例
え
ば
、
ヒ
ン
デ
ィ
ー
語
の
小
説
の
な
か
で
ウ
ラ
ン
採
掘

と
炭
鉱
の
被
害
が
別
々
に
描
か
れ
て
い
る
と
い
う
紹
介
。
五
〇
年
代
の
日
本

と
第
二
次
世
界
大
戦
後
の
ウ
ェ
ー
ル
ズ
の
産
炭
地
帯
が
ど
の
よ
う
な
問
題
を

共
有
し
異
な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
問
い
か
け
。
映
画
『
生
き
て
る
う
ち
が

花
な
の
よ
死
ん
だ
ら
そ
れ
ま
で
よ
党
宣
言
』
（
一
九
八
五
年
、
森
﨑
東
監
督
）

に
お
い
て
原
発
の
流
動
労
働
者
が
動
く
と
風
俗
産
業
の
女
性
た
ち
（
フ
ィ
リ

ピ
ン
か
ら
来
た
女
性
も
含
む
）
も
動
く
と
い
う
指
摘
。
映
画
『
博
士
の
異
常

な
愛
情
』（
一
九
六
四
年
、
ス
タ
ン
リ
ー
・
キ
ュ
ー
ブ
リ
ッ
ク
監
督
）
に
お
い
て

炭
鉱
に
核
シ
ェ
ル
タ
ー
を
作
る
話
が
あ
る
と
い
う
コ
メ
ン
ト
な
ど
で
あ
る
。

こ
れ
ら
は
司
会
者
の
力
不
足
で
十
分
に
議
論
を
尽
く
せ
な
か
っ
た
。
今
後

の
課
題
と
し
た
い
が
、
最
後
に
少
し
研
究
展
望
を
述
べ
れ
ば
、
ひ
と
つ
は
や

は
り
具
体
的
な
作
品
の
考
察
が
考
え
ら
れ
る
。
文
化
事
典
の
項
目
「
外
国
人

記
者
の
被
爆
地
ル
ポ
」
（
永
川
と
も
子
）
の
な
か
で
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ェ
ラ
ー

の
ル
ポ
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
。
被
爆
地
長
崎
の
状
況
と
産
炭
地
大
牟
田
の
捕

虜
収
容
所
に
お
け
る
過
酷
な
炭
鉱
労
働
を
伝
え
る
、
ま
さ
に
炭
鉱
と
原
爆
の

書
で
あ
る
（
ジ
ョ
ー
ジ
・
ウ
ェ
ラ
ー
著
、
ア
ン
ソ
ニ
ー
・
ウ
ェ
ラ
ー
編
、
小
西
紀

嗣
訳
『
ナ
ガ
サ
キ
昭
和

年
夏
―
Ｇ
Ｈ
Ｑ
が
封
印
し
た
幻
の
潜
入
ル
ポ
』
毎
日
新

20

聞
社
、
二
〇
〇
七
年
七
月
）
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ド
ラ
マ
『
だ
か
ら
荒
野
』（
二
〇
一
五
年
）

は
桐
野
夏
生
の
小
説
を
原
作
と
す
る
が
、
ド
ラ
マ
の
最
後
に
、
被
爆
者
の
老

人
を
世
話
す
る
青
年
が
か
つ
て
炭
鉱
が
あ
っ
た
池
島
出
身
だ
っ
た
と
い
う
、

小
説
に
は
な
い
場
面
が
あ
る
。
こ
れ
ら
を
詳
し
く
論
じ
る
紙
幅
は
な
い
が
、

個
々
の
作
品
の
、
個
々
の
文
脈
に
即
し
た
考
察
を
蓄
積
し
て
い
く
な
か
で
、

炭
鉱
と
原
爆
の
新
た
な
交
点
が
見
つ
け
ら
れ
る
か
も
れ
な
い
。

も
う
ひ
と
つ
考
え
る
の
は
、
隣
接
分
野
と
の
研
究
交
流
で
あ
る
。
炭
鉱
ガ

イ
ド
に
お
け
る
語
り
の
定
型
化
を
考
え
る
と
き
、
原
爆
の
研
究
方
法
や
成
果

が
参
照
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
る
が
、
炭
鉱
研
究
か
ら
原
爆
文
学
研

究
が
学
ぶ
こ
と
も
多
い
だ
ろ
う
。
最
近
刊
行
さ
れ
た
中
澤
秀
雄
・
嶋
﨑
尚
子

編
著
『
炭
鉱
と
「
日
本
の
奇
跡
」
―
石
炭
の
多
面
性
を
掘
り
起
こ
す
』
（
青

弓
社
、
二
〇
一
八
年
七
月
）
は
社
会
学
、
経
済
史
、
地
理
学
の
研
究
者
に
よ

る
論
集
で
あ
る
。
木
村
氏
も
国
内
外
の
炭
鉱
の
遺
産
化
に
関
す
る
論
文
を
寄

せ
て
お
り
、
共
同
研
究
の
良
質
な
成
果
に
な
っ
て
い
る
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

で
言
及
で
き
な
か
っ
た
家
族
・
女
性
は
、
原
爆
文
学
を
読
ん
だ
り
論
じ
た
り

す
る
際
に
も
論
点
に
な
る
は
ず
だ
。

た
だ
し
こ
の
本
で
気
に
な
る
点
が
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
序
章
の
注
の
記

述
に
、
「
中
小
炭
鉱
が
多
か
っ
た
筑
豊
で
は
「
炭
坑
」
と
表
記
す
る
こ
と
が

多
く
、
こ
こ
か
ら
上
野
英
信
・
谷
川
雁
・
森
崎
和
江
ら
の
影
響
を
受
け
た
文

学
畑
で
は
い
ま
で
も
「
炭
坑
」
を
使
う
論
者
が
い
る
。
し
か
し
、
石
炭
産
業

全
体
と
し
て
戦
後
は
、
「
坑
」
の
字
は
一
つ
の
炭
坑
の
な
か
に
複
数
あ
る
作

業
単
位
と
し
て
の
「
坑
」
（
略
）
を
表
記
す
る
も
の
と
し
て
用
い
る
」
（
二
二

頁
）
と
あ
る
。
全
体
か
ら
見
れ
ば
些
細
な
記
述
な
の
だ
が
、
そ
れ
ゆ
え
余
計

に
「
文
学
畑
」
と
い
う
括
り
方
に
は
社
会
学
と
文
学
と
が
相
容
れ
な
い
も
の

と
す
る
視
線
が
感
じ
ら
れ
る
の
だ
。
実
際
は
相
互
の
交
通
は
重
要
な
は
ず
で
、

論
集
自
身
も
後
書
き
で
「
石
炭
と
そ
れ
を
め
ぐ
る
人
間
の
営
み
は
多
様
な
相

貌
を
も
っ
て
お
り
、
時
間
を
か
け
て
他
分
野
の
手
も
借
り
な
が
ら
総
合
的
に

解
明
す
る
し
か
な
い
」
と
述
べ
て
い
る
。
炭
鉱
の
研
究
と
原
爆
（
文
学
）
の

研
究
が
精
緻
に
な
れ
ば
な
る
ほ
ど
、
炭
鉱
研
究
の
成
果
を
原
爆
（
文
学
）
研

究
に
持
ち
込
み
、
原
爆
（
文
学
）
研
究
の
成
果
を
炭
鉱
研
究
に
持
ち
込
む
と

い
う
研
究
の
架
橋
が
今
後
い
っ
そ
う
重
要
に
な
る
だ
ろ
う
。
本
ワ
ー
ク
シ
ョ

ッ
プ
が
ひ
と
つ
の
交
点
と
な
っ
て
、
さ
ら
に
研
究
や
議
論
が
広
が
っ
て
い
く

こ
と
を
期
待
し
た
い
。


